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「手東柱さまにささげる歌」
生誕100年に寄せて

詩人・手東柱（ユンドンジュ）は、 1917年

12月30日、 中国吉林省明東に生まれた。 日本

による朝鮮植民地支配の時代である。 彼は延稽

（ヨニ）専門学校時代に多くの珠玉の作品を書い

た。 そのひとつは 「星を数える夜」である。

季節が移りゆく空には／秋でいっぱい満ち

ています。

わたしはなんの憂いもなく／秋の中の星々を

みな数えられそうです。 ……

星ひとつに 追憶と／星ひとつに

愛と／星ひとつに 寂しさと

星ひとつに 憧れと／星ひとつに

詩と／星ひとつに お母さん、 お母さん、
. . . . . .

自筆原稿を見ると、 コクヨの400字詰め原稿

用紙に万年筆で書かれたこの比較的長い詩は、 次

の言葉でいったん終わり、（一九四ー・十ー・

五）という年月日が付されています。

この星の光が降る丘の上に／わたしの名まえ

の字を書いてみて、

土でおおってしまいました。

夜を明かして鳴く虫は／恥ずかしい名を悲し

んでいるからです。

日本渡航のために 「平沼東柱」と改名せざるを

得ない。 その名を彼は恥ずかしく思い、 書いてか

ら土で覆ってしまったのでしょうか。 しかしこの

後、 彼は次のような言葉を書き足しました。

けれども冬が過ぎて わたしの星にも春が来

れば

墓の上に青い芝草が萌え出るように

司祭 井田 泉

わたしの名まえの字がうず

められた丘の上にも

誇らしく草が生い繁るで

しょう。

まるで彼は自分を待ち

受ける死を予感し、 しかし

それが終わりではないこと

を知っていたかのようです。

翌1942年彼は日本に渡り、 立教大学に、 次いで

同志社大学に学びます が、 43年7月、 京都下鴨

署に逮捕され、 治安維持法違反で懲役2年の判

決を受け、 45年 2月16日、 福岡刑務所で息を

引き取りました。 満27歳でした。 日本語で詩を

書くこと自体が、 大日本帝国に対す る反逆と見な

されたのです。

やつれ果てた彼を最後に福岡刑務所に見舞った
のは、 父の従兄弟・手永春（ユンヨンチュン）で

した。 彼の子、 つまり手東柱にとって又従兄弟

（またいとこ）にあたる手亨柱（ユンヒョン

ジュ）は、 父から手東柱のことを繰り返し聞いて

いたでしょう。 手亨柱は、 1983年4月に発売さ

れた 「手東柱詩朗誦集」に、 自作の 「手東柱さま

にささげる歌」を収めています。

あなたの天は どんな色だったので／あなた

の風は どこへ吹いたので

あなたの星は 何を語ったので／あなたの詩

たちは このように 息をす るのでしょう

か・・・・・・

夜通し苦しんで夜明けを迎え／恋しさに

傷ついた風がふるさとに駆けていくとき
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